








※この速報は地震が発生し、２点以上の地震観測点で地震波が観測され、かつ、最大震度が５弱以上と予測された場合、または、長
周期地震動階級３以上を予測した場合に、震度４以上と予測される地域、または、長周期地震動階級３以上を予測した地域に対し

て「 速報」として発表れてます。震源に近い地域では、速報より先に強い揺れが来る場合があります。

※長周期地震動とは…
大きな地震で生じる、周期（ 揺れが１往復するのにかかる時間）が長い大きな揺れのことを長周期地震動といいます。長周期地

震動により、高層ビルは大きく 長時間揺れ続けることがあります。また、長周期地震動による大きな揺れにより、家具類が倒れた

り・落ちたりする危険に加え、大きく 移動したりする危険があります。

＜気象庁長周期地震動階級表＞

階級１

階級２

階級３

階級４

・室内にいたほとんどの人が揺れを感じる。驚く人もいる。
・ブラインドなど吊り下げものが大きく揺れる。

・室内で大きな揺れを感じ、物につかまりたいと感じる。物につかまらないと歩くことが難しいなど、行動に支障を感じる。
・キャスター付き什器がわずかに動く 。棚にある食器類、書棚の本が落ちることがある。

・立っていることが困難になる。
・キャスター付き什器が大きく動く 。固定していない家具が移動することがあり、不安定なものは倒れることがある。

・立っていることができず、はわないと動くことができない。揺れにほんろうされる。
・キャスター付き什器が大きく動き、転倒するものがある。固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある｡
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地震が発生したらどうする？

地震が発生したら、まずは３つの行動（ シェイクアウト ）をしてく ださい。

また、ハザードマップを活用し、以下のフロー図に従って、避難先について検討しておきましょう 。

津波災害警戒区域外

津波避難ビル





洪水・内水氾濫

高潮

土砂災害

津波

地震の揺れ

大規模な火事

・ 想定浸水深以上にある小・ 中学校の教室

など

・ 想定浸水深以上にある小・ 中学校の教室

など

・ 土砂災害（ 特別）警戒区域にない小・中学校など

・ 津波避難ビル

・ 広域避難場所

・ 一時避難場所

・ 市立小・ 中学校・ 一部の高等学校などの

グラウンド

・ 広域避難場所

災害の種類 指定緊急避難場所

指定緊急避難場所

※市ウェブサイト では、毎月、指定緊急避難場所・ 指定避難所の最新情報を掲載しています。
避難のタイミングなどについては９３ページを参照してく ださい。
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